
当プロジェクトでは、2023年3月に公表した を少しでも広く

知っていただこうと、冊子を携え、さまざまなお仕事、お立場の方々と議論を重ねてまいりました。三巡目となる

2025年は、いっそう大胆に、そして着実に、これを社会各所で実践につなげることを展望していきたいと考えてい

ます。

今年の公開勉強会は、名付けて、提言を「生かす！」シリーズとして実施してまいります。随時このサイトでお知

らせいたしますので、奮ってご参加ください。

全国で勉強会を企画・共催してくださる方からのご提案も、引き続きお待ちしております。

また、昨年来、「学際的な人文知と、実践現場の知見を結集した、包括的な文化政策学を構想したい」という当プ

ロジェクトの原点に立ち返り、資料集の刊行をめざした共同研究も進行中です。

第４回　問屋街の挑戦――仙台・卸町で考える、社会の分母としての文化のまちづくり
◆共催 せんだい◎文化のまちづくり部

日時 12月13日（土）14：00～16：00（予定）

会場 INTILAQ(インティラック)東北イノベーションセンター クラスルーム１（〒984-0015 宮城県仙台市

若林区卸町2丁目9-1／仙台市営地下鉄東西線 卸町駅下車 北1出口より徒歩5分／アクセスは ）

発話 吉川由美氏（文化事業ディレクター・演出家）

武田要二氏（協同組合仙台卸商センター元専務理事・まちづくりコーディネーター）

八巻寿文氏（せんだい演劇工房10-BOX二代目工房長・国境なき劇団代表）

　～全員討論

司会 すずき佳子（当プロジェクトメンバー／スタディスト）

★卸町は、仙台市東部に位置する問屋街です。1997年、仙台市が「劇都仙台」をスタートさせ、2002年、卸

町にも「せんだい演劇工房10-BOX」という集会施設が開場。それまで仲卸業者しか立地できなかった町の

規制緩和が進み、問屋街の経営者たちは戸惑いながら、「クリエイティブを卸す町」へとアイデンティティ

ーを見つめ直してきました。それから20余年、大震災やコロナ禍を経て、卸町はいま――。

★ご出席の前に、当プロジェクトの提⾔「社会の分⼦ではなく、分⺟としての⽂化政策」をご⼀読くださるよ

うお願いします（提⾔冊⼦は ）。当日の議論は、全員がお読みになっている前提で進めさせていただ

きます。

★13日に参加された方を対象に、翌12月14日（日）10：00〜12：00　卸町へぇへぇウォーキングツアーを行

います。ぜひご参加ください（「へぇへぇ」は、目から鱗が落ちる「へぇ〜！」の意。2004年以来、地元で

引き継がれている町体験ツアーです）。

集合場所　仙台市地下鉄・卸町駅　改札前

ルート　　当日発表！

参加費　　なし

その他　　歩きやすい格好でおこしください。

ご参加について　　　

参加無料・事前申込み制（募集定員 会場25名・オンライン15名／先着順／最終締切り 12⽉7⽇（日））

ご参加希望の⽅は からお申込みください。

お問い合わせ

（新しい文化政策プロジェクト事務局）

2025年勉強会シリーズ　　

提言「社会の分子ではなく、分母としての文化政策」

こちら

こちら

こちらのフォーム

cp_project@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

https://intilaq.jp/access/
https://cp.educ.kyoto-u.ac.jp/cp-pro/common/pdf/20230304_policy.pdf
https://forms.gle/n7PT4P7FkhoaaPYT6
mailto:cp_project@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

